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郷土の著名人展示室郷土の著名人展示室
　（仮称）黒柳徹子記念ルーム　開設に向けて　（仮称）黒柳徹子記念ルーム　開設に向けて
　町では、現在改修工事を進めている南部支所に、町に縁のある　町では、現在改修工事を進めている南部支所に、町に縁のある
黒柳徹子さんの記念ルーム開設を予定しており、令和６年12月17黒柳徹子さんの記念ルーム開設を予定しており、令和６年12月17
日、工藤町長がご本人と面会。開設について直接その気持ちをお日、工藤町長がご本人と面会。開設について直接その気持ちをお
伝えし、ご承諾を得ました。伝えし、ご承諾を得ました。
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述
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ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
13
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ま
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。
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」
と
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ら
な
る
活
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を
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ま
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た
。

功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展や社会の福祉、民生の安定に貢献し、その功績が特に優れた方
などに贈られます。

工藤町長が式辞を述べました

山田 賢司 さん （剣吉）

　町議会議員として、地方
自治の振興発展に貢献。

戸澤 子 さん （森越）

　町民生委員児童委員と子ど
も・子育て会議委員として、
地方自治の振興発展に貢献。

森林 春夫 さん （片岸）

　町消防団員として、公益
と民生の安定に貢献。

坂本 勝二 さん （福田）

　町副町長として、地方自
治の振興発展に貢献。

中居 弘幸 さん （大向）

　三戸地区交通指導隊員
として、地域住民の交通
安全に貢献。

※文章のみの紹介です。
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善行表彰 町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活
動などにおいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。

中居 くらら さん （名農高）

　2024年日本ストックホル
ム青少年水大賞を受賞。

小泉 信雄 さん （苫米地）

　第13回全日本スポーツウエ
ルネス吹矢選手権大会6m男
子の部において、第5位に入賞。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
る
坂
本
勝
二
さ
ん

白鳥 滉
こ う や

弥 さん （名農高）

　2024年日本ストックホル
ム青少年水大賞を受賞。

夏堀 竜之介 さん （名農高）

　2024年日本ストックホル
ム青少年水大賞を受賞。

沼畑 明
あ す む

日夢 さん （名農高）

　2024年日本ストックホル
ム青少年水大賞を受賞。

木
こ わ た

幡 駿平 さん （東海大）

　第40回U20日本陸上競技
選手権大会男子砲丸投にお
いて、第1位に入賞。

山田 那
な な み

々良 さん （東奥義塾高）

　第78回国民スポーツ大会
剣道競技少年女子において、
第2位に入賞。

松坂 泰
たいせい

誠 さん （名農高）

　2024年日本ストックホル
ム青少年水大賞を受賞。

工
藤
町
長
か
ら
受
賞
者
へ

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
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（仮称）黒柳徹子記念ルームの開設を計画しています

沼畑俊一さん　農事功績者表彰
果樹や野菜、ブロイラーの生産などを営んで

いる農家の沼畑俊一さん（相内）が、公益社団
法人大日本農会（総裁・秋篠宮皇嗣殿下）の農
事功績者表彰・緑白綬有功章を受章。12月10日
に役場を訪れ、工藤町長へ報告しました。

沼畑さんは、ナシの新品種やサクランボの雨
よけハウスなどの新技術導入や、宅配や直売所
への出荷、加工品製造などによる高収益農業経
営を確立。また、県なし振興協会長などを務め、
果樹等の産地形成に大きく貢献されたほか、視
察や研修生を積極的に受け入れ、新規就農者や
学生の指導に尽力されました。

沼畑さんは「次は何がブームになるのか考え、
時代を先取りする新しいことに取り組んできま
した。成功ばかりではなく失敗もあり、設備や
資金の準備にも苦労しました。何をやるにして

※詳細は、黒柳さんの意向を踏まえながら準備
を進めていきます。

問合せ　総務課　☎0178-76-2111

記念ルームの開設に向けて、工藤町長が黒柳さん㊧に
平和への想いを伝えました

受章した沼畑さん㊧

も自分ひとりではできず、お互いを認め合い、
共に取り組む仲間が必要です。これからは若い
方から刺激を受けながら、後進の育成にもより
一層取り組みたい」と話しました。

町では、黒柳徹子さんがご縁あって諏訪ノ平
地区で町民と過ごした記憶を風化させないよう、
また、ユニセフ親善大使として活動している黒
柳さんの平和への思いを後世に伝えていくため、

「（仮称）黒柳徹子記念ルーム」の開設を予定し
ています。
開設の目的　黒柳さんの疎開経験と現在の平和

活動から、南部町のこどもたちに平和の大切
さを教え、地域への愛着と未来への希望を育
むことを目指します。

展示内容　疎開経験やユニセフ親善大使として
訪問した国の様子などを展示し、「平和とは
何か」ということを伝えます。（詳細は未定）

開設場所　（仮称）展示収蔵施設　2階
　　　　　※現南部町役場　南部支所
開館予定　　令和9年4月1日
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地域防災の決意を新たに
令和7年南部町消防団出初式

町消防団出初式を1月19日、福地地区で開
催。団員350人が日頃の訓練の成果を披露し
ました。

団員たちは集合・整列後、堂々とした分列
行進を披露。その後、福地体育センターで式
典が行われ、伝統のまとい振りやはしご乗り
演技が行われました。

式典で工藤町長は「防災の原点は地域にあ
り、日頃から地域住民のため最前線で活動す
る消防団の重要性はより一層高くなっていま
す。今後も、安全で安心して暮らせる町の実
現のため、尽力をお願いします」と訓示。石
橋薫団長は「地域防災の中核として、無火災
の町・南部町の実現を団員一丸となって目指
していく所存です」と決意を新たにしました。 まとい隊による勇壮なまとい振り演技

全国大会の出場を決めた中野さん（左から2人目）と浪岡さん
（左から3人目）、鎌倉さん（左から5人目）

町内選手が全国大会出場
バスケットボール　県大会で優勝

1月に東京都で行われる全国U-15バスケッ
トボール選手権大会に、青森県代表チームと
して出場する浪岡龍之介さん（福地中3年）
と中野冬

と う ま

麻さん（福地中1年）、鎌倉幸作さん
（八戸聖ウルスラ学院中1年）の3人が12月10
日、役場を訪れ、工藤町長へ抱負を述べました。

3人は、八戸市のバスケットボールクラブ
チームO

オ ウ ル ズ

WLSに所属。11月に行われた青森
県U15バスケットボール選手権で優勝し、全
国大会の出場を決めました。

浪岡さんは「自分のレベルが全国で通用す
るか試してみたいです。フォワードとしての
役割を全うしたい」と目標を掲げました。
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南部町こども家庭センター

ぴよすく通信

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

1歳6か月児健康診査 R5.5～R5.7生 2月27日（木） 12時15分～12時45分 健康センター乳児健康診査 R6.9～R6.11生 3月6日（木） 12時15分～12時45分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 　実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・　実施している予防接種：�五種混合・ロタウイルス・B型肝炎・Hib・肺炎球菌・四種混合・二種混合・
　　　　　　　　　　　　MR混合・水痘・日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG　　　　　　　　　　　　MR混合・水痘・日本脳炎・ヒトパピローマウイルス・BCG

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 15時～15時20分 全種類 BCG　2月14日㈮、3月14日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　��9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日 � 9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　 � 9時～11時 全種類 BCG　2月12日㈬、3月12日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日 � 9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　 � 9時～11時30分

全種類

はらだクリニック 月・水・金曜日　　 � 9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　 � 9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　 � 9時～11時
金曜日　　　　　　 � 9時～11時　14時～17時 全種類

福地こども園　☎0178-51-9756
わくわくひろば（体験活動）　（金）・9時30分～11時
▶2月14日　絵本を楽しみましょう
▶2月21日　お誕生会
▶2月28日　おひな様製作
▶3月14日　お誕生会
つどいのひろば（自由活動）　（水）・9時30分～11時
　2月12・19・26日、3月5日
子育てサークルにこちゃんクラブ　（月）・10時～12時
　2月10・17日、3月3日

なんぶこども園　☎0179-23-0505
こすもすクラブ（体験活動）　（水）・10時～12時
▶2月12日　バレンタイン製作　▶2月19日　誕生会
▶2月26日　ひなまつり製作　　▶3月5日　お別れ会
サークルちびこす　（火）（木）・9時～14時
　2月13・18・20・25・27日、3月4日
チェリーこども園　☎0178-51-8585
ぴっぴクラブ　※要予約　（木）・9時30分～11時
▶2月13日　アルバム製作　▶2月20日　保健講座
▶3月3日㈪　ひなまつり誕生会・お別れお楽しみ会に参加
認定こども園 あかね幼稚園　☎0178-76-1801
ハッピークラス　※要予約　（火）・10時～11時30分
▶2月18日　親子でわらべうた
▶3月4日　みんなでひなまつり

感染症に気をつけよう

おいでよ！
子育て支援センター

子どもは大人と比べて抵抗力が弱く、感染症
にかかりやすい傾向にあります。そのため、感
染予防に努めることが大切です。
感染予防のポイント
手洗い　手を洗うことができない子どもは、手

を拭くだけでも感染のリスクを下げることが
できます。子どもがよく触れるおもちゃやド
アノブなどを拭くことも効果的です。

　ウェットシートは、子どもの肌への刺激が少
ないものを使用しましょう。

予防接種　ワクチンで防げる感染症があります。
予防接種により、感染症の発症予防と重症化
を予防する効果があります。

子どもの様子がおかしいと感じたときには
▶体調が優れないときは休息をとりましょう。
▶発熱や咳、鼻水、喉の痛みなどが生じた場合

は、早めに医療機関を受診しましょう。
問合せ　こども家庭センター（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

子育てメール　kosodate@town.aomori-nanbu.lg.jp
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特別児童扶養手当
身体や精神に障がい（政令に定める程度以上）

のある20歳未満の児童を監護している父または
母、あるいは父母にかわって児童を養育してい
る方に対して、手当が支給される制度です。
手当の月額（令和6年4月現在・対象児童1人につき）
▶児童の障害程度1級　5万5350円
▶児童の障害程度2級　3万6860円
※請求者本人、配偶者、扶養義務者の所得が一

定以上あるときは、支給されません。

手当の支給
　認定された場合、認定請求をした月の翌月分

から支給対象となり、4月・8月・11月にそれ
ぞれの前月分までが支給されます。

※受給要件や必要書類がありますので、申請の
際はお問い合わせください。

問合せ・申請先　健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

令和7年度　放課後児童クラブ入会児童募集

対象児童　�下校後、労働等により家に保護者が
誰もいない小学1～6年生

※入会申請が多数の場合は、低学年の児童を優
先します。

開設時間　▶平日　下校時～18時30分
　　　　　▶土曜日・学校休校日・長期休業日
　　　　　　7時30分～18時30分

利用料　　月額3000円（おやつ代等）
申込方法　�各庁舎・支所に用意している申請書

を記入のうえ、就労証明書等を添付
して提出してください。

申込期限　3月7日（金）
問合せ　　健康こども課（健康センター）
　　　　　☎0178-60-7100

クラブの名称 場所 定員（人）
なんぶ児童クラブ ぼたんの里 80
名川なかよしクラブ 名川小学校敷地内 80
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館 40
福地学童保育クラブ ゆとりあ 120

杉沢学童保育クラブ（※) 休止中

※杉沢学童保育クラブは、現在募集
を休止しています。

HPVワクチン　キャッチアップ接種の期間が延長
HPVワクチンの接種を令和7年3月末までに終

了できなかった方で、1回でも接種している場合、
全3回のうち残りの回数分も無料で接種できる
ようになりました。
対象者　①または②に該当し、令和7年3月末ま

でに1回でも接種している方
①キャッチアップ接種対象者（H9.4.2～H20.4.1生）
②定期接種対象者（H20.4.2～H21.4.1生）

期間　4月1日（火）～令和8年3月31日（火）
※HPVワクチン接種対象で未接種の方は、令和

7年3月末までに接種を開始しましょう。
※予診票を紛失された方は再発行します。郵送

も可能です。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

�
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なんぶちょう健康マイレージ
特定健診・がん検診の受診や健康づくり事業

に参加して、ポイントを貯めましょう。10ポイ
ント貯まると、3000円分の商品券と交換できます。
対象者　町内に住所のある30歳以上の方
※カードは、健康こども課と福地支所、南部支

所、各対象事業の会場で受け取れます。
商品券の交換期限　3月31日（月）
※健康こども課で交換できます。
問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

令和7年度　住民健診の申し込みが始まりました
住民健診申込書を各世帯へ郵送します

健康こども課から申込書類を郵送しますので、ご記入のうえ、同封の返信用封筒でご返送ください。
国保人間ドックを希望する方は、同封の用紙に記載し、申込書と一緒にご返送ください。希望があった

方には、別途、健康こども課よりご案内する予定です。
受診する項目を決めましょう
特定健診　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です

加入保険など 健診内容 対象年齢等 自己負担額

南部町国民健康保険 問診、身体測定、腹囲測定、血圧
測定、医師の診察、尿検査、血液
検査、心電図、貧血検査、腎機能
検査、眼底検査

30～69歳 1000円
70～74歳（75歳の誕生日の前日まで） 300円

後期高齢者医療制度 ▶75歳以上（75歳の誕生日以後）の方
▶65～74歳の加入者の方 無料

生活保護受給者 30歳以上 無料
※上記以外の方の特定健診は「事業主」または「保険証の発行元」にお問い合わせください。
※南部病院では、眼底検査は実施していません。
各種がん検診

項目 検査内容 対象年齢等 自己負担額
肺がん・結核検診 胸部X線撮影 40歳以上（65歳以上は結核検診） 無料
胃がん検診 胃部X線撮影（バリウム） 40歳以上 500円
大腸がん検診 便の潜血反応検査 40歳以上 500円
肝炎ウイルス検査 血液検査 40・45・50・55・60歳の方（検査を受けたことがない方） 無料

子宮頸がん検診 視診、内診、細胞診
（超音波検査は費用別途） 20歳以上の偶数年齢の女性 1000円

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のX線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1000円

※特定健診と各種がん検診の対象年齢は、令和8年3月末時点での年齢です。
※70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

受診方法を決めましょう
「集団健診」と「個別健診」のどちらで受診

するかお選びください。
※特定健診と各種がん検診は同時に受診できます。
※集団健診については、別途ご案内します。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

個別健診を実施している健診機関
▶南部町医療センター　　　☎0178-76-2001
▶南部病院　　　　　　　　☎0179-34-3131
▶八戸西健診プラザ　　　　☎0178-21-1717
▶八戸市総合健診センター　☎0178-70-5563
▶五戸町健診センター　　　☎0178-62-5510
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診

できます。
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開催日　2月17日（月）、3月3日（月）・17日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
※当日15時までにお電話で予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談、血圧・体組成（体脂肪・

筋肉量）・血管年齢・内臓脂肪量（20歳～
74歳対象）測定、健康器具の利用　等

達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

健康センターで健康相談を開催しています。
血圧などの測定や健康器具（ルームランナー、
エアロバイク）を利用した運動を行い、生活習
慣の改善に向けた一歩を踏み出してみませんか？
▶相談は無料で受けることができます。
▶各種測定をする場合、1人45分程度かかります。
▶健康器具の利用は、1回20分以内です。
▶直近の健診結果票をご持参ください。
問合せ・申込み　�健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

毎月19日は「食育の日」　“食”について考えてみませんか?

今月の食育　よくかんで食べよう
「かむ」ことを意識して食事をしていますか？

よくかんで食べることは早食いを防止し、満腹
感が得られやすくなり、肥満予防につながります。

また、あごの発育やむし歯の予防、消化・吸
収を助けるなど、健康に役立つ効果があり、ゆっ
くり味わうことでうす味・適量で満足できます。

よくかんで食べるために　食材は大きめに切り、
野菜類は茹で過ぎないようにする　／食物繊
維の多い食品（ゴボウやレンコン）や弾力の
ある食品（キノコやこんにゃく、イカ、タコなど）
を取り入れる　／飲み物で流し込まない
食べものをかむためには、十分な口腔機能の

発達、維持が不可欠です。むし歯や歯周病によ
り歯や口の健康を損なわないためにも、定期的
な歯科健診を受けましょう。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

令和6年度低所得世帯物価高騰支援給付金
請が必要です。（住所地に案内を送付します）

▶令和5年・令和6年に給付金の支給を受けてい
ない世帯　住所地に「支給要件確認書」を発
送しますので、内容を確認して期限までに申
請してください。※申請期限　3月31日（月）

※令和6年1月2日以降に転入された方は、前住
所地へ課税状況を確認します。また、世帯の
中に未申告の方がいる場合は、申告が必要です。

問合せ・申請先　福祉介護課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7101

対象者　令和6年12月13日時点で南部町に住所
があり、世帯全員が令和6年度の住民税非課
税者の世帯（世帯全員が課税者から扶養され
ている世帯は除きます）

給付額　1世帯あたり3万円
※対象となる世帯で18歳以下の子どもが居る場

合は、子ども1人につき2万円が加算されます。
申請方法
▶令和5年・令和6年に給付金の支給を受けた

世帯　以前給付金を振込した口座へ支給しま
す。手続きは不要ですが、振込先の変更は申
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精神科医師による心の健康相談
うつ症状のほか、妄想、不安などの心の問題

について、健康相談を開催します。
日時　3月17日（月）　14時～16時
※1組あたり20分～30分間程度
相談医　青森県立保健大学教授
　　　　精神科医師　大山博史氏

場所　　健康センター
対象者　本人、家族など　4組まで　※要予約
料金　　無料　　　申込締切　3月12日（水）
問合せ・申込み
　健康こども課（健康センター）
　☎0178-60-7100

後期高齢者医療　高額介護合算療養費の支給申請
後期高齢者医療制度に加入している方で、医

療費と介護サービス費の自己負担額の1年分（令
和5年8月1日～令和6年7月31日）の合算額が限
度額（※表参照）を超えた場合、その超えた金
額が支給されます。世帯内に後期高齢者医療制
度に加入している方が複数いる場合は、世帯で
合算して支給額を計算します。

支給要件に該当すると思われる世帯には、2
月下旬（予定）に、青森県後期高齢者医療広域
連合から「支給申請のお知らせ」を送付します。
お知らせが届いた方は申請してください。

対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対
象となる世帯でも「支給申請のお知らせ」が送
付されない場合がありますので、対象になると
思われる方はお問い合わせください。
※自己負担額は、支払った額から高額療養費や

高額介護（予防）サービス費を除いた額です。
※500円以下の場合は対象外です。
申請に必要なもの
　支給申請書　／支給申請のお知らせ　／後期

高齢者医療被保険者証もしくは後期高齢者医
療資格確認書　／介護保険被保険者証　／個
人番号確認書類（マイナンバーカードまたは
通知カード）　／本人確認書類（マイナンバー
カード、運転免許証、住基カード、障がい者
手帳など）　／認印　※申請者と受領者が異
なる場合は両者の押印が必要です　／通帳（ま

たは通帳のコピー）等口座情報のわかるもの
※被保険者が亡くなられている場合は、受領申立

書の提出が必要です。（事前に提出した場合は不要）

※被保険者以外の方が申請と受領する場合は、
委任状と申請者の本人確認書類が必要です。

※重度心身障がい者医療費の助成を受けている
場合は、町へ受領を委任する委任状の提出が
必要です。

※対象期間中に、青森県後期高齢者医療以外の
医療保険や他市町村の介護保険の加入歴と自
己負担額がある場合は、それらの保険の自己
負担額証明書が必要です。

※成年後見人が申請される場合は、登記事項証
明書（3か月以内に発行されたもの）をお持
ちください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

所得区分 後期高齢者医療+介護保険
現役並み所得Ⅲ　※1 212万円
現役並み所得Ⅱ　※2 141万円
現役並み所得Ⅰ　※3 67万円
一般Ⅰ・一般Ⅱ 56万円
低所得Ⅱ　※4 31万円
低所得Ⅰ　※5 19万円

※1　課税所得690万円以上の方
※2　課税所得380万円以上690万円未満の方
※3　課税所得145万円以上380万円未満の方
※4　世帯員全員が住民税非課税の方
※5　�世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世帯員全

員の各所得金額が0円の方
　　　（公的年金の場合は収入が年額80万円以下）
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問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101

「交通安全・防犯ボランティア」を募集しています
町では、地域の交通安全・防犯推進のため、

交通指導隊員と交通安全母の会会員、防犯指導
隊員を随時募集しています。

交通安全・防犯ボランティアとして、安全・
安心に暮らせる地域を一緒につくりましょう。
募集条件
▶町内に在住の方
▶心身ともに健康な方

活動内容
三戸地区交通指導隊南部・名川・福地各支隊
▶街頭での朝の交通安全指導
▶交通安全啓発・広報活動
▶地域行事における交通整理・誘導
▶各種交通安全イベントへの参加
南部町交通安全母の会連合会
▶交通安全啓発・広報活動
▶ストップマーク貼付活動
▶交通安全運動期間中の街頭キャンペーン
▶各種交通安全イベントへの参加
三戸地区防犯指導隊南部支隊
▶町内防犯パトロール
▶地域行事における警戒活動
▶防犯啓発・広報活動

問合せ・申込み　住民生活課　☎0178-38-5963

JRでは４月から精神障害者割引制度を導入します
JRグループでは、令和7年4月から精神障がい

者に対する旅客運賃の割引を実施します。

対象
　精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、旅客鉄

道株式会社運賃減額欄に第1種または第2種の
記載があり、かつ、写真の貼付がある方が対
象です。

　第1種または第2種の記載がない場合は、福祉
介護課、住民生活課または各支所で追記します。

　また、手帳に写真の貼付がない場合は、再交
付申請が必要になります。

割引制度の概要
▶介護者の方と一緒に利用する場合
　（割引となる介護者の方は1名です）

対象 割引対象の種類 割引率

第1種精神障害者の方と
介護者の方

▶普通乗車券
▶回数乗車券
▶普通急行券
▶定期乗車券
　（�小児定期乗車券
を除く）

5割

12歳未満の第2種精神障害
者の方と介護者の方

定期乗車券
（�小児定期乗車券を
除く）

5割

▶手帳所持者が一人で利用する場合（片道の営
業キロが100キロを超える場合に限ります）

対象 割引対象の種類 割引率
第1種精神障害者の方・
第2種精神障害者の方 普通乗車券 5割
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「介護予防ボランティア養成講座」参加者募集
近年、地域社会において孤立しがちな人たち

の悩みの聞き役となる、「傾聴ボランティア」
への関心と必要性が高まっています。

傾聴に関する知識や技術、心構えなどを学ん
で、ボランティア活動に活かしてみませんか？
日時　2月20日（木）　9時30分～12時
会場　健康センター2階　集団指導室
講師　傾聴サロンとわだ　会長　黒子まゆみ氏
　　　（認定心理士・シニア福祉アドバイザー）

対象　地域における介護予防活動に協力できる
方や、関心のある方

定員　20人程度（先着順）
その他　いきいきポイント対象事業です。

問合せ・申込み
　地域包括支援センター
　（健康センター）
　☎0178-76-2555

赤十字会員増強・活動資金増収運動にご協力をお願いします

日本赤十字社青森県支部では、「人道」を理
念に、国際救援や災害救護、安全講習会の普及、
ボランティア活動、青少年赤十字活動、国際人
道法の普及など、様々な活動を展開しています。

これらの活動は、毎年、皆さんから寄せられ
た会費や寄付金によって支えられています。

本年も2月から、日赤南部町分区より協力依
頼を受けた行政員や班長の方々が、皆さんのお

宅へ伺いますので、赤十字会員への加入ならび
に赤十字活動資金（会費・寄付金）へのご支援・
ご協力をお願いします。
問合せ
▶日本赤十字社青森県支部　総務課　会員係
　☎017-722-2011
▶福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

献血にご協力を
病気やけがなどで輸血を必要としている人の

命を救うため、献血をお願いしています。
献血にご協力いただくと血液検査の結果が送

付され、健康管理に役立てることができますの
で、初めての方もぜひご協力ください。
　なお、安全で責任のある献血をお願いするた
め、初めての方は本人確認ができる
ものを、過去に献血された方は献血
カード等をご持参ください。

日時　2月14日（金）
　　　9時30分～11時45分・13時～15時45分
場所　南部町役場
献血が必要な理由
▶血液は人工的に作ることができません。
▶血液の有効期間は、短いもので4日間です。
▶病気やけがの治療に使われる薬が作られます。
▶血液は、がん患者など多くの方々の輸血に使

用されます。
問合せ　福祉介護課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7101
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新婚世帯の新生活を応援します
町では、令和6年4月から令和7年3月までに結

婚された世帯に対し、結婚に伴う新生活のスター
トアップに係る費用について支援する「南部町
結婚新生活支援事業」を実施しています。
対象世帯
▶令和6年4月から令和7年3月までに婚姻届を提

出し、受理された方
▶婚姻時、夫婦ともに39歳以下

▶令和5年の夫婦の合計所得が500万円未満の方
▶町税を滞納していないこと
▶婚姻後、継続して3年以上南部町に居住すること
申請期限　3月31日（月）
※申請前に交流推進課までお知らせください。
問合せ・申込み
　交流推進課
　☎0178-38-5961

入居募集住宅：町営住宅
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃（ひと月あたり）

向山団地　13号 H8年度 木造平屋建 3DK 1万6300円～2万4300円
向山団地　26号 H9年度 木造平屋建 3DK 1万6500円～2万4600円
ひろば台団地　A-10号 H25年度 木造平屋建 2LDK 2万1900円～3万2700円
ひろば台団地　B-28号 H30年度 木造平屋建 1LDK 1万7100円～2万5500円
滝田団地　14号 H4年度 木造2階建 3LDK 1万7300円～2万5800円
第二苫米地駅前団地　B-29号 H16年度 木造平屋建 2DK 1万6700円～2万4800円

入居募集住宅：特定公共賃貸住宅（特公賃）
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃（ひと月あたり）

向山団地　50号 H10年度 木造平屋建 3DK 3万2300円～5万400円

現地見学会（現地集合・現地解散）　※ご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
開催日 時間 住宅名

2月16日（日）

  9時30分～  9時45分 ひろば台団地（2戸）　　　　※集合場所：A-10号
10時00分～10時20分 向山団地（3戸）　　　　　　※集合場所：13号
10時50分～11時00分 滝田団地（1戸）　　　　　　※集合場所：14号
11時10分～11時20分 第二苫米地駅前団地（1戸）　※集合場所：B-29号

※見学会では交通ルールを遵守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力ください。
問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がいる
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8000円

以下　※�特公賃は、月額15万8000円以上48万
7000円未満

▶住宅に困窮している　※特公賃は除く
▶税金を滞納していない

▶入居者全員が暴力団員ではない
申込み　申込書を2月10日（月）～3月4日（火）

13時までに、建設課または福地支所、南部支
所に提出してください。希望者が複数の場合
は、住宅に困窮する度合いの高い方から決定
します。

町営住宅・特定公共賃貸住宅　入居者募集
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農業者年金に加入しませんか
加入要件は3つ
▶国民年金第1号被保険者
▶年間60日以上農業に従事
▶20歳以上60歳未満

農業者年金の保険料は、月額2万円から6万7
千円まで千円単位で自由に選択でき、いつでも
見直しができます。

また、保険料は全額、社会保険料控除の対象

となります。支払った家族分の保険料も含めて
控除の対象となり、大きく軽減されます。

加入期間が短くても、保険料を増やすことで
老後に備えることができます。ぜひご検討くだ
さい。
※脱退も自由ですが、脱退された場合でも一時

金ではなく、将来、年金として支給されます。
問合せ　▶農業委員会事務局　�☎0178-38-5972
　　　　▶JA八戸南部支店　� ☎0179-23-8988

「趣味の教室」発表会を開催します
「趣味の教室」は、町民が関心のある教室を

各サークルごとに開講し、自己の知識・能力の
向上を図り、町民相互の交流を深めることを目
的としている事業です。

令和6年度の趣味の教室の“楽
がくしゅう

習”の成果発表
会を開催しますので、皆さんどうぞご来場くだ
さい。
期日・場所　2月16日（日）・楽楽ホール
時間　▶作品展示　10時～
　　　▶ステージ発表　12時～15時30分（予定）

発表教室
楽しくエアロ 舞踊
南部カラオケ フレッシュレクダンス
名川カラオケクラブ フラダンス
混声コーラス 合氣道
女声コーラス ヘルスアップ
まべち会詩吟 吹矢
ヨガ ブックトーク
南部詩吟 さわやかリズム体操

問合せ　教育委員会　社会教育課
　　　　☎0178-38-5969

第5回全国サクランボ研究協議会青森県大会
全国のサクランボ生産者や関係機関が集う大

会が、3月13日と14日の2日間、南部町を主会場
に開催されます。参加を希望される方は、農林
課までお申し込みください。
大会1日目　3月13日（木）
▶研究協議会（表彰式、記念講演、事例発表等）
　13時30分～16時30分　楽楽ホール
▶交流会　17時30分～　いちょうホール
大会2日目　3月14日（金）
▶現地視察　8時30分～　町内・五戸町

参加費　▶研究協議会　5000円
　　　　▶交流会　　　7000円
　　　　▶現地視察　　2000円
※現地視察だけの参加はできません。
※電話等での申し込みはできません。参加費を

ご持参のうえ、農林課までお越しください。
なお、申し込み後はキャンセルできません。

申込期限　2月20日（木）

問合せ・申込み　農林課　☎0178-38-5964
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果樹改植等事業（国庫事業）の申込みを受け付けします
令和7年度第1次果樹経営支援対策事業と果樹

未収益期間支援事業、果樹先導的支援事業の申
し込みを受け付けします。
補助対象事業
①果樹経営対策支援事業・果樹未収益期間支援

事業
　新植・改植（今回の1次計画では、令和7年秋

植えと令和8年春植えのどちらでも可能です）
※春植えの場合でも伐採作業は、令和8年3月末

までに着手する必要があります。
②果樹放任園対策（廃園）
※①②の事業スケジュール
▶着手　9月頃～令和8年3月末（交付決定後）
▶完成　令和8年4月末
▶実績報告　令和8年7月末
▶補助金交付　令和8年9月頃
③果樹先導的支援事業（10a以上）
▶特認事業（防風網・防霜ファンの設置）
▶小規模園地造成（園内道整備、傾斜の緩和、

土壌土層改良、排水路の新設等）
※土壌土層改良は2a以上
▶かん水施設整備等
▶簡易型雨よけ設備の設置
※③の事業スケジュール
▶着手　9月頃～12月末（交付決定後）
▶完成　12月末
▶実績報告　令和8年1月末
▶補助金交付　令和8年3月頃
対象となる果樹
　りんご、おうとう、もも、ネクタリン、ぶどう、

梨、すもも、プルーン、うめ、あんず
補助率（額）
①果樹新植（改植）　特産果樹・りんご
　150（170）円～320（330）円／㎡
　高密植、超高密植
　520（530）円～710（730）円／㎡
②果樹放任園対策（廃園）
　8万円／10a（下限本数あり）
③果樹先導的支援事業　1/2以内

※簡易型雨よけ設備上限額　160万円／10a 
対象となる農業者の方（要件）
　町内に住所を有する70歳未満の方、または後

継者の年齢が65歳未満の方で、下記要件のい
ずれかに一つに該当する方。

▶認定農業者
▶人・農地プランに位置付けられた中心経営体

の方
▶南部農夢の会員（会の推薦が得られること）
▶新規就農者として認定され、5年を経過しな

い方
※「農業者」とは農業収入が生計の主であり、

令和6年分の農業申告を行った方（予定含む）。
　なお、無農薬、無剪定、無除草等の自然栽培

に類する栽培手法は、「対象外」となります。
実施条件
▶改植事業は、過去5年間、肥培管理されてい

る園地での実施が可能です。
▶事業完了年度の翌年から8年間、園地の保全

義務があります。
▶果樹先導的支援事業を実施する場合は、果樹

共済もしくは収入保険への加入が必須です。
▶雨よけ設備の設置については、新植・改植と

一体的な実施が必要です。
申込期間　2月7日（金）～2月28日（金）
申込方法　農林課に備え付けの申込書に記入し、

必要書類を添えて提出してください。申込書
は町ホームページからもダウンロードできます。

必要書類等
▶全メニュー共通　�申込書、個別調査票、現況

画像（データ）
▶果樹新植　�植栽後の園地の見取図
　　　　　　（植栽間隔を記入）
▶果樹先導的支援事業　見積書及び設置図面
▶通帳と銀行印
その他留意事項　国庫事業のため、時期や内容

が変更となる場合があります。予めご了承く
ださい。

問合せ　農林課　☎0178-38-5964
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毎
年
９
月
に
名
川
秋
ま
つ
り
で

賑
わ
う
剣
吉
。

今
か
ら
５
０
０
年
前
の
戦
国
時

代
、
剣
吉
に
は
南
部
氏
一
族
の
中

で
も
重
要
な
人
物
の
居
城
が
あ
り

ま
し
た
。

聖
寿
寺
館
の
最
盛
期
で
あ
っ
た

15
世
紀
末
～
16
世
紀
前
半
、
三
戸

南
部
氏
は
戦
国
大
名
と
し
て
の
支

配
体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
、
一

門
か
ら
東
氏
・
北
氏
・
南
氏
を
輩

出
し
、
本
家
で
あ
る
三
戸
南
部
氏

の
家
督
を
支
え
る
体
制
に
転
換
し

ま
し
た
。

八
戸
・
鹿
角
街
道
と
五
戸
街
道

が
交
わ
り
、
馬
淵
川
が
流
れ
る
水

陸
と
も
に
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

剣
吉
に
は
北
氏
が
入
り
、
旧
剣
吉

小
学
校
等
が
立
地
す
る
舌
状
台
地

先
端
部
に
剣
吉
城
を
築
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
剣
吉
城
跡
の
大

部
分
は
、
戦
前
の
小
学
校
建
設
と

鉄
道
開
通
に
伴
い
削
平
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
旧
校
舎
裏
手
に

は
現
在
も
１
条
の
堀
跡
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

剣
吉
城
は
大
館
と
小
館
の
二
つ

の
曲く

る
わ輪

で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
北
側
は
剣
吉
川
が
流
れ

る
断
崖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
館
の
東
側
に
は
通

称
「
小
山
」
と
呼
ば
れ
る
少
し
だ

け
小
高
い
場
所
が
あ
り
、
青
森
県

立
郷
土
館
等
に
よ
る
発
掘
調
査
で

は
、
幅
３
～
４
㍍
程
度
の
堀
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
城

の
範
囲
が
荒
町
町
内
ま
で
拡
が
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

北
氏
の
剣
吉
城
よ
り
も
古
い
時

代
の
武
家
居
館
が
存
在
し
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
分
し
か

調
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
堀
跡

が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
全
容
は

不
明
で
す
。

さ
て
、
幕
末
に
編
さ
ん
さ
れ
た

南
部
氏
一
族
や
家
臣
の
系
譜
「
参

考
諸
家
系
図
」
に
は
、
剣
吉
城
主

北
氏
は
、
21
代
南
部
信の

ぶ
よ
し義

と
、
剣

吉
左
衛
門
五
郎
の
妹
の
間
に
生
ま

れ
た
致む

ね
ち
か愛

に
は
じ
ま
る
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
子
信の

ぶ
ち
か愛

は
大
永
３

（
１
５
２
３
）
年
に
生
ま
れ
、
永

禄
期
（
１
５
５
８
年
～
１
５
７
０

年
）
に
家
督
に
就
任
し
、
剣
吉
殿

と
呼
ば
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

剣
吉
城
は
諸
々
の
文
献
に
よ
る

と
、
数
度
戦
乱
に
遭
遇
し
て
い

ま
す
。「
源
氏
南
部
八
戸
新
田
家

系
」
に
は
、
弘
治
２
（
１
５
５
６
）

年
、
南
部
家
中
の
内
紛
に
伴
い
、

南
氏
に
よ
り
包
囲
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
八
戸
家
伝
記
」
に
よ

る
と
、
永
禄
末
年
（
１
５
７
０

年
頃
）、
24
代
南
部
晴は

る
ま
さ政

に
実
子

晴は
る
つ
ぐ継

が
誕
生
す
る
と
、
世
嗣
候
補

と
な
っ
て
い
た
南
部
信
直
と
の
間

で
確
執
が
生
じ
、
北
信
愛
は
信
直

を
保
護
し
た
た
め
、
晴
政
に
よ
り

剣
吉
城
が
襲
撃
さ
れ
た
と
伝
え
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
天
正
10
（
１
５
８
２
）

年
１
月
、
南
部
晴
政
・
晴
継
が
相

次
い
で
死
去
し
た
際
、
信
愛
は
軍

事
力
を
背
景
と
し
て
26
代
南
部
信

直
の
三
戸
家
督
継
承
を
成
功
さ
せ

て
い
ま
す
（「
南
部
根
元
記
」）。

信
愛
は
そ
の
後
も
、
南
部
家
重

臣
と
し
て
活
躍
し
、
天
正
年
間
に

は
南
部
家
の
使
者
と
し
て
金
沢
の

前
田
利と

し
い
え家

の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
（「
祐
清
私
記
」）、

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

其の丗五

北松斎（信愛）肖像画
（雄山寺所蔵）

さ
ら
に
、
花
巻
郡
代
と
し
て
花
巻

城
に
入
城
し
ま
し
た
。

慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
、
北

信
愛
は
70
代
の
時
、
眼
病
で
盲
目

と
な
り
、
花
巻
郡
代
の
職
を
辞
退

し
ま
す
が
、
他
に
代
え
難
い
人
材

で
あ
っ
た
た
め
、
主
君
信
直
に
引

退
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

晩
年
、
北
信
愛
は
松し

ょ
う
さ
い斎

と
号

し
、
90
歳
で
天
寿
を
全
う
し
ま
し

た
が
、
生
涯
現
役
を
貫
き
ま
し
た
。

剣
吉
城
主
・
北
信
愛
は
戦
国
動

乱
期
に
24
代
南
部
晴
政
か
ら
27
代

剣吉城跡全景（南から空撮）

南
部
利
直
の
代
に
わ
た
っ
て
三
戸

南
部
氏
を
支
え
続
け
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
南
部
藩
成
立
の
立
役

者
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

文
責

　
史
跡
対
策
室

　
布
施
和
洋剣吉荒町の堀跡

知
ら
れ
ざ
る
戦
国
城
館
の
痕
跡
②

　
　
　
　
　
剣
吉
城
と
北
信
愛
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名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　「福地おはなしの会」の皆さんによる読み聞かせ
です。未就学のお子さんは、保護者同伴でお越しく
ださい。
日時　2月23日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月10日㈪、17日㈪、25日㈫、3月3日㈪～7日㈮
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》　※一部抜粋

◆京都ものがたりの道	 彬子女王
◆北朝鮮に出勤します	 キム/ミンジュ
◆たべるノヲト。	 松重　豊
◆藍を継ぐ海	 伊与原　新
◆秘色の契り	 木下　昌輝
◆虚の伽藍	 月村　了衛
◆鎌倉駅徒歩8分、また明日	 越智　月子
◆マンダラチャート	 垣谷　美雨
◆放課後ミステリクラブ5	 知念　実希人
◆たれてる	 鈴木　のりたけ

りんごだんめん図鑑� わたなべまこ＠豊洲市場ﾄﾞｯﾄｺﾑ　著

日本の「りんご」。王道
から、これからを担う新品
種42品種が紹介されていま
す。食感と甘味酸味を比較
した分布図付きで、りんご
の断面が美しい図鑑です。

ライフプランセミナーを開催

ファイナンシャルプランナーが講演しました

※3月4日（火）～7日（金）は、特別蔵書点検
のため休室です。

町では、町内の中高生を対象に、将来の様々
なライフイベントに柔軟に対応できるよう、必
要な知識や情報を総合的に習得するための出前
セミナーを実施しています。

令和6年12月には、名久井農業高等学校3年生
と名川中学校2年生、福地中学校3年生を対象に、

「マネーリテラシー」の内容で実施しました。
名久井農業高校では、株式会社青森銀行の方

を講師にお招きし、銀行の役割やお金の基礎知
識、クレジットカードの利用について講演しま
した。

名川中学校と福地中学校では、お小遣いの使
い方やお金について学ぶきっかけを作るため、
FPmamaFriendsのファイナンシャルプランナー
を講師にお招きし、「お金かるた」に挑戦。生
徒たちは楽しみながら、お金について学びました。
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2 February 3 March
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

唐
津 鳴門　一般戦 三国　一般戦 徳山　一般戦 鳴門　一般戦 徳山

ルーキーシリーズ 芦屋　一般戦 徳
山

芦屋　一般戦 唐津　一般戦 芦屋　一般戦 唐津　一般戦 芦屋　一般戦 三国　一般戦 唐津　一般戦

三国
GⅠ

徳山　GⅠ
中国地区選手権 尼崎　一般戦 浜名湖　GⅠスピード

クイーンメモリアル
唐津

GⅠ全日本王者決定戦
尼崎

GⅠ尼崎センプルカップ
常
滑

津　GⅠ東海
地区選手権 戸田　GⅠ関東地区選手権 多摩川　一般戦 児島　GⅢ企業杯 常

滑 戸田　一般戦 児島
一般戦 平和島　一般戦

丸亀　GⅠ
四国地区選手権 大村　GⅠ九州地区選手権 住之江

一般戦 蒲郡　一般戦 大村　一般戦 若松　ヴィーナスシリーズ 下
関

蒲郡　GⅢ
オールレディース

若松
一般戦

蒲郡
一般戦

下関　ヴィー
ナスシリーズ 桐生　一般戦 大村　一般戦 桐生　一般戦 住之江

一般戦 桐生　一般戦 住之
江

デーレース ナイターレース

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
　子供向けのイベントを開催することで、地域への愛着を持ってもらうとともに、地域住民との交
流を通じて地域の活性化が図られました。（剣吉ストリート活性化委員会）

モーニングレース

福
地
短
歌
会

紫
の
珠
実
こ
ぼ
る
る
庭
先
に
す
ず
め
の
声
を
聞
か
ず
な
り
た
り

川
守
田
慶
三

杖
つ
き
て
散
歩
す
る
人
守
る
が
に
小
道
に
赤
き
道
し
る
べ
あ
り

奥
寺　

睦
子

寮
棟
の
窓
よ
り
望
む
街
の
灯
の
ネ
オ
ン
は
ネ
オ
ン
を
呼
び
て
点
れ
る

工
藤　

裕
正

手
を
離
れ
箱
に
入
り
た
る
賽
銭
の
音
は
止
み
た
り
居
場
所
得
た
ら
し

佐
藤　

誠
一

音
も
な
く
落
ち
葉
散
り
敷
く
狭
庭
辺
の
冬
の
風
情
を
い
と
ほ
し
み
を
り

根
市　

政
志

除
雪
車
の
通
り
し
後
の
重
き
雪
通
勤
前
の
片
付
け
つ
ら
し

水
梨　

正
夫

な
ん
ぶ
短
歌
会

稲
刈
り
も
田
植
ゑ
も
機
械
の
世
と
な
り
て
結
い
の
作
業
の
交
流
も
な
し

糠
塚　

み
つ

ゆ
く
年
も
無
事
な
り
し
こ
と
に
感
謝
し
て
こ
こ
ろ
安
け
く
新
年
を
待
つ

馬
場　

敬
子

年
々
に
齢
重
ね
る
老
い
の
日
々
増
え
る
小
ジ
ワ
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
す

馬
場　

昭
子

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
励
む
人
影「
は
や
ぶ
さ
」の
窓
よ
り
見
え
て
上
野
到
着

佐
々
木
冴
美

ロ
シ
ア
か
ら
逃
れ
来
し
が
の
白
鳥
が
刈
り
田
に
群
れ
て
落
ち
穂
つ
い
ば
む

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

新
年
の「
初
日
の
出
」を
ば
楽
し
み
に
晴
天
祈
る
十
一
月
末

中
野　

静
子

パ
リ
パ
リ
と
子
等
が
わ
り
ゆ
く
初
ご
お
り
し
ば
れ
た
朝
の
楽
し
き
こ
と
よ

一
ノ
渡　

綮

右
に
寄
り
左
に
も
寄
り
初
雪
は
何
迷
い
て
か
こ
の
手
を
抜
け
て

藤
野　

幸
枝

八
十
路
過
ぎ
運
痴
を
忘
れ
初
め
て
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
す
っ
ぽ
り
は
ま
る

向
山　

敦
子

除
夜
の
鐘
新
雪
ふ
み
て
初
詣
村
の
社
に
明
か
り
灯
る
や

上
山　

散
歩

毎
日
が
初
の
連
続
孫
二
歳
百
歳
上
の
曽
祖
母
然
り

工
藤　

孔
子

辰
年
の
古
き
衣
を
脱
ぐ
よ
う
に
心
整
ふ
朝
の
初
風
呂

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

ベ
ラ
ン
ダ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
割
れ
目
か
ら
見
つ
け
た
小
さ
き
白
い
ス
ミ
レ
を

奥　

ム
ツ
子

夕
の
雲
風
に
流
さ
れ
押
さ
れ
ゆ
く
向
う
に
き
っ
と
亡
き
夫
が
い
る

石
塚　

剛
子

会
い
た
く
て
引
き
出
し
の
鍵
手
に
と
れ
ば
答
え
て
く
れ
る
や
さ
し
い
音
で

相
馬　

幸
子

朝
日
差
す
空
ど
こ
ま
で
も
澄
み
渡
り
時
折
ふ
わ
り
風
花
が
舞
う

安
ケ
平
千
代

苅
田
跡
斑
雪
か
と
見
間
違
う
数
十
余
羽
の
白
鳥
憩
う

木
村
ひ
な
子

南
部
町
如
何
な
る
地
か
と
問
は
れ
れ
ば
師
の
歌
一
首
読
み
て
教
へ
む　

山
下　

幸
枝
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☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

八
幡
の
ゆ
　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時

　
２
月
22
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料

　
１
０
０
円

　（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19
―
1

　
☎
０
１
７
9
・
23
・
３
６
８
０

ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ

日
時

　
２
月
19
日（
水
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料

　
２
０
０
円

　（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

場
所

　
福
田
集
会
所

問
合
せ

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
く
ち

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
１
３
１
３

町
精
神
障
が
い
者
家
族
会
「
ま

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　3月6日㈭　13時～15時
場所　�福地支所、いちょうホー

ル、南部公民館
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

休日窓口開庁日
期日　2月15日（土）
　　　3月1日（土）・15日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録、

マイナンバーカード事務
コンビニ交付
　マイナンバーカードを使用して

コンビニ等で住民票・印鑑証明書・
戸籍証明書・附票が取得できます。

利用時間　6時30分～23時
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和7年1月29日現在）

対先月比
人　口 16,148人 （－52）
男 7,683人 （－18）
女 8,465人 （－34）

世帯数 7,366世帯（－15）

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
」「
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
」「
若
年
性
認
知
症
か
も

し
れ
な
い
」
な
ど
の
不
安
を
お
持

ち
の
方
は
、
一
度
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
２
月
17
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
認
知
症
に
関
す
る
図
書
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
展
示
の
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

日
時

　
２
月
14
日
（
金
）

　
　
　
14
時
～
15
時

参
加
料

　
２
０
０
円

　
　
　
　（
飲
み
物
付
き
）

場
所

　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
下
名
久
井
字
如
来
堂
５
―
１

問
合
せ

　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼

べ
ち
の
会
」
で
は
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
家
族
や
本
人
た
ち
が
学

び
と
語
り
合
い
を
と
お
し
て
、

支
え
合
い
や
仲
間
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
２
月
15
日
（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　
南
部
公
民
館

ま
べ
ち
の
会
　
活
動
拠
点
変
更

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら

ぼ
た
ん
の
里
2
階
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

問
合
せ
　
ま
べ
ち
の
会

▼
会
員

　
野
田

　
☎
０
９
０・２
６
０
０・５
３
８
５

▼
会
員

　
中
村

　
☎
０
９
０・２
５
６
１・３
０
１
２

※
連
絡
は
10
時
～
16
時

広告

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
語
ら
い
の
会
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申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
情
報
を
活
用
し

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
24
時
間
３
６
５
日
、
都
合
が

良
い
と
き
に
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
申
請
結
果
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
手
続
き
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

自
治
体
と
連
携
し
て
生
活
再
建

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
、
消
費

者
信
用
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無

料
相
談
会
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

や
弁
護
士
が
お
金
や
暮
ら
し
に
関

す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧

に
聴
き
取
り
し
、
一
緒
に
解
決
の

糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

実
施
日
時

　
３
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

場
所

　
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

　（
八
戸
市
一
番
町
１
‐
２
‐
14

　
　
Ｎ
Ｉ
ビ
ル
３
階
）

シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
を
実
施
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証

明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
的

に
停
止
し
ま
す
。
停
止
時
間
中
は

証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日
時

　
２
月
20
日
（
木
）
20
時

　
～
2
月
21
日
（
金
）
12
時

停
止
内
容

　
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス

　（�

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸

籍
証
明
書
・
戸
籍
附
票
の
発

行
、
住
所
が
町
外
の
方
の
戸

籍
の
利
用
登
録
申
請
）

問
合
せ

　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
・
種
別
変
更
や
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
、
学
生
納

付
特
例
申
請
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電
子
申
請

が
で
き
ま
す
。

開催案内
「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

に
行
こ
う
！
」
相
談
会

相
談
の
対
象

　
お
金
の
問
題
（
多

重
債
務
問
題
な
ど
）、
遺
産
相

続
、
不
動
産
売
買
、
税
金
等
公

共
料
金
の
滞
納
、
DV
・
離
婚
問

題
、
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る

悩
み
事

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
・
予
約
先

　
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

　
☎
０
１
２
０・１
０
２・０
８
４

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご

友
人
、
恋
人
な
ど
、
身
近
な
人
を

亡
く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
つ
ど

い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
い
を
安
心
し
て
話
せ

る
・
聴
け
る
場
で
す
。
そ
の
場
で

聴
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
３
月
１
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　
ユ
ー
ト
リ
ー
（
八
戸
市
）

　
　
　
４
階

　
研
修
室

参
加
費

　
無
料

※
前
日
ま
で
に
要
申
込

問
合
せ
・
申
込
み

　
青
森
県
立
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
８
７・３
９
５
１

注意案内
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止

開催案内
自
死
遺
族
の
つ
ど
い

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

2月20日（木）

広告

広告

広告

制度案内
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
・
保
険
料
免
除
申
請
等

の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

広告
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～
７
月
24
日
（
木
）　
※
予
定

勤
務
場
所

　
駒
木
（
２
）
遺
跡

　
三
戸
町
大
字
梅
内
字
駒
木
地
内

給
料

　
日
額
７
７
３
０
円

　
※
予
定

募
集
人
数

　
15
人
程
度

※
書
類
選
考
・
面
接
あ
り
。
未
経

験
者
可
。

申
込
方
法

　
２
月
26
日
（
水
）
ま

で
に
、
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
へ
必
要
書
類
を
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
事
前
に

締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　
令
和
７
年
度
の
予
算
成

立
を
前
提
と
し
た
募
集
の
た

め
、
予
算
成
立
状
況
に
よ
っ
て

は
、
募
集
の
中
止
や
採
用
の
取

り
や
め
、
勤
務
条
件
の
変
更
等

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.ao-

m
aibun.jp

）
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
９
月
２
日
（
火
）
～
10
月
16

日
（
木
）
ま
で
の
予
定
で
、
南

部
町
に
所
在
す
る
法
光
寺
遺
跡

（
南
部
町
大
字
法
光
寺
字
法
光

寺
地
内
）
の
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
駒
木
（
２
）
遺
跡
で

採
用
と
な
っ
た
発
掘
作
業
員
に

は
、
改
め
て
申
込
方
法
な
ど
を

令
和
７
年
４
月
以
降
に
工
事
に

着
手
す
る
場
合
、
次
の
と
お
り
制

度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
建

築
行
為
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

全
て
の
新
築
で
省
エ
ネ
基
準
適
合

を
義
務
化

▼
省
エ
ネ
適
合
性
判
定
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
仕
様
基
準
で
評
価
す
る
場
合

は
、
省
エ
ネ
適
合
性
判
定
は
不

要
で
す
。

木
造
戸
建
住
宅
等
の
建
築
確
認
手

続
き
等
を
見
直
し

▼
都
市
計
画
区
域
外
で
「
建
築
確

認
」
が
必
要
な
対
象
範
囲
を
拡

大
し
ま
す
。

▼
「
審
査
省
略
」
の
対
象
範
囲
を

限
定
し
ま
す
。

▼
構
造
・
省
エ
ネ
関
連
の
図
書
等

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局

　
　
　
　
建
築
指
導
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
５
７

任
用
期
間

　
５
月
13
日
（
火
）

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

　
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
８
８・５
７
０
１

所
得
税
・
住
民
税

今
年
の
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
期
限
は
、３
月
17
日（
月
）で
す
。

例
年
、
期
限
の
間
際
に
な
る
と

と
申
告
会
場
が
混
み
合
い
、
待
ち

時
間
も
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
は
、
ご
自
宅
で

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
用
し
た
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
に
よ
る

申
告
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
税
・
地
方
消
費
税

県
の
税
金
で
あ
る
地
方
消
費

税
は
、
国
の
消
費
税
と
同
じ
申

告
書
で
一
緒
に
税
務
署
に
申
告

し
、
消
費
税
と
の
合
計
額
を
国

に
納
め
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
地

方
消
費
税
は
、
国
か
ら
県
に
払

い
込
ま
れ
ま
す
。

今
年
の
個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
税
の
期
限
は
、
３
月
31
日
（
月
）

で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
・
納
税
し

制度案内
建
築
物
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
変
わ
り
ま
す

制度案内
申
告
は
お
早
め
に

募集案内
三
戸
町
駒
木
（
２
）
遺
跡

発
掘
作
業
員
募
集

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局

　
　
　
　
県
税
部

　
課
税
第
一
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
な

ら
、
①
金
額
等
の
入
力

　
②
税
額

等
は
自
動
計
算

　
③
申
告
書
が
完

成
　
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
提
出

（
送
信
）
と
簡
単
で
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
す
れ
ば
、
給
与
・
年
金
情
報
や

控
除
証
明
書
等
の
デ
ー
タ
が
自
動

入
力
で
き
、
よ
り
簡
便
で
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

の
ご
利
用
は
、
事
前
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
余
裕
を
持
っ
た
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　
個
人
課
税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　
　（
音
声
案
内
２
番
）

放
送
大
学
で
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
働
き

な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」

「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」「
空
い
た

時
間
を
有
効
に
使
い
た
い
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
様
々
な
年
代

や
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
科
目

が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｂ

Ｓ
放
送
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
面
接

授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
や
サ
ー

ク
ル
活
動
の
ほ
か
、
様
々
な
相
談

へ
の
対
応
や
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

出
願
期
限

　
３
月
11
日
（
火
）

問
合
せ

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
１
６
６
３

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

制度案内
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

「
書
か
な
い
確
定
申
告
」

募集案内
放
送
大
学
　
入
学
生
募
集
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☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日

20日（木）★2月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

にんにく球　255粒入り　1330円
ふくちホワイト六片種生を使用した、特製の栄養にんにく球です。町内で

生産されており、冬の風邪予防や夏バテ防止に効果が期待できます。
土産処「あんべぇる」は、町内で生産・加工された特産品60種類以上を

一堂に販売している販売店です。ぜひ、友人や知人、お取引先様に、贈答品
やお土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

★無料利用券・お食事利用

　5名様から無料送迎

総合優勝制スポーツ大会カローリング競技大会
第15回南部町総合優勝制スポーツ大会カロー

リング競技大会が12月22日、名川B&G海洋セ
ンターで開催されました。

カローリングは、カーリングからヒントを得
て誕生したスポーツで、ジェットローラーを床
上のポイントゾーンに向けて相手チームと交互
に投球してぶつけ合い、得点を競います。

参加した8チームは熱戦を繰り広げ、たいら
チームが優勝しました。

ご宴会承ります

料理人が腕を振るい、心を込めてお迎えします
▶かだぁるコース　3850円　▶赤松コース　4500円
特典　無料送迎、入浴無料、次回ご利用の無料入浴券付、個室無料
※カラオケ歌い放題　別途3000円
▶宿泊宴会プラン　1万1960円（飲み放題＋朝食付き）
　詳細は、バーデパークまでお問い合わせください。

優勝　たいらチーム
準優勝　杉沢チーム　　第3位　剣虎チーム

南部町消防団員と同居ご家族様　温泉・プール・御宿泊・お食事は 特別割引料金

優勝した「たいらチーム」

※画像はイメージです
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プラグ・コード類からの出火事例
▶折れ曲がりや踏みつけでその部分が
　断線し発火
▶たこ足配線でタップの定格電流を上回る電流が流

れ込み、発熱し発火
▶コードを束ねた状態で使用することで、束ねた部

分に熱がこもり発火
▶プラグを長期間差し込んだまま清掃をせず、溜まっ

たほこりや湿気により発火
※日頃から配線の状態や差し込み状況などを確認し、

タップは定格電流を超えないよう管理しましょう。
問合せ　▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
　　　　▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

電気火災に注意　出火事例を紹介

町営市場の販売状況（12月16日～1月15日）

2・3月の休場日
2月9日（日）・11日（火）・16日（日）・19日（水）・23日（日）・24日（月）・
　26日（水）
3月2日（日）・5日（水）・9日（日）・12日（水）・16日（日）・19日（水）・
　20日（木）・23日（日）・26日（水）・30日（日）

町営市場をご利用の皆さんへ
11月28日販売分より、通帳には「ナンブチョウカイケイカンリシャ」

名義で市場代金が振り込まれます。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ  ☎0178-76-2001

眼科
受付13時15分まで
※初診者は13時まで
診療13時～

青森労災病院医師��毎月��第2・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療13時～

青森労災病院医師
2月10日（月）・18日（火）、3月4日（火）

耳鼻咽喉科 受付15時まで
診療14時～15時30分

八戸市立市民病院医師・弘前大学医学部
附属病院医師　　毎週　月曜日・金曜日

循環器内科 受付15時まで
診療14時～16時30分

八戸赤十字病院医師��毎月��第1・第3水曜日

整形外科 受付15時30分まで
診療16時～17時30分

八戸赤十字病院医師��毎週火曜日��要予約

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 598,488 192,446 322 214

王林（りんご） 53,679 13,473 251 185

シナノゴールド（りんご） 21,520 5,387 250 214

サンジョナゴールド（りんご） 2,148 461 214 172

はるか（りんご） 12,749 2,827 222 221

ぐんま名月（りんご） 5,784 1,057 183 166

着色ふじ（りんご） 5,814 1,701 293 188

金星（りんご） 3,174 485 153 103

ふじ（りんご） 4,560 1,263 277 181

長芋 25,700 8,524 332 281

にんにく 11,520 19,992 1,735 1,267

ゴボウ 3,316 1,531 462 238

ねぎ 14,628 6,744 461 275

キャベツ 4,140 1,096 265 42

ほうれん草 2,026 1,505 743 404

短根人参 3,157 488 154 139

土ねぎ 5,218 887 170 133

編集後記
　新年早々、1月は町の行事が続きます。中
でも、真冬の早朝、屋外で行われる消防団の
出初式は、寒さが身にこたえます。
　寒さが苦手な私。寒い寒いと思っていても、
団員の皆さんは更に過酷です。暖を取ったり
防寒着を切ることも許されず、整列中は体も
動かせません。出初式へ臨む姿勢から、消防
人としての覚悟や決意が感じられました。団
員の皆さん、大変お疲れ様でした。
　出初式での勇姿を胸に、私も自分を律して、
広報担当としてますます業務に励みたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　【美】
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発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-38-5971

第 79号

あ ら ま し

▽　１月臨時会の主な議案・議員活動報告（33㌻）
▽　議会傍聴・見学（34㌻）
▽　有権者に聞く～若者の声～（35㌻）

▽　12月定例会の主な議案（26㌻～27㌻）
▽　一般質問
　⇒　工事請負者が安心して受注できる環境づくりを。

ふくちアイスアリーナ機械設備故障の現況と今後の方針は。（28㌻）
　⇒　壮年期死亡率減少をめざし、がん対策の強化を。

若者の定住支援の充実を。（29㌻）
　⇒   町の伝統文化の保存・継承、活動支援に一層の注力を。（30㌻）
　⇒　空き家の現状は。

遊休農地の現状は。
特定外来生物「アレチウリ」への対策は。（31㌻）

　⇒　ふくちアイスアリーナ機器修繕について、町内県議の協力を得て県へ助成を
要望する考えは。
ハラスメントの現状と対応は。（32㌻）

11月21日、南部町役場を訪れたあかね幼稚園の園児ら（3階展望テラス）＝　関連34ぺージ 議会傍聴・見学11月21日、南部町役場を訪れたあかね幼稚園の園児ら（3階展望テラス）＝　関連34ぺージ 議会傍聴・見学
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主な議案（第1２８回定例会）

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

▼  

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
６
８
０
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
１
億
２
８
２
４
万
３

　
千
円
と
し
た
。

※
　
主
な
歳
出
は
下
段
の
表

の
と
お
り
。

主
な
議
案

予　
算

予　
算

各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

■
令
和
６
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
　
低
温
売
場
建
設
工
事
完

了
に
伴
う
工
事
請
負
費
の

減
額
、
南
部
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
う
人
件
費
の
増

額
、
販
売
額
の
増
加
に
よ

る
消
費
税
の
増
額
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
の
増
額

な
ど
、
歳
出
予
算
の
組
み

換
え
を
行
っ
た
。

　
　
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額

に
変
更
は
な
い
。

　
第
１
２
８
回
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
の

６
日
間
行
わ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

第第
128128
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

■
令
和
６
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼  

出
産
育
児
一
時
金
給
付

対
象
見
込
者
の
増
加
に
伴

う
給
付
費
の
増
額
、
南

部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
う
人
件
費
の
増
額
な

ど
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
７
６
万
4
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を

22
億
１
３
６
７
万
７
千
円

と
し
た
。

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算
11
億
６
８
０
万
５
千
円
を
追
加

億
６
８
０
万
５
千
円
を
追
加

１．総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）の回線更新
　　業務　１６９万４千円　
　　⇒自治体システム標準化への対応。　

令和６年度一般会計補正予算(第６号)の主な内容

２．  認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援
　　　事業 １５４６万円

４．町職員の人件費　３９２７万４千円
　　⇒職員の給与に関する条例の一部改正に伴う職員
　　　の人件費の増加分。

３. 小中学生・高校生等医療給付費　８１４万５千円
　　⇒支出見込み増加分。
    保育給付費　３１００万円

⇒国の保育給付費単価の増による。

⇒利用者の安全性を確保
　する福祉施設への補助
　金。
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主な議案（第1２８回定例会）

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

■
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
▼  

青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
お
よ
び
青
森
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

の
構
成
団
体
で
あ
る
西
北

五
環
境
整
備
事
務
組
合
が

令
和
７
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

伴
い
、
両
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
お
よ
び
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
協
議
し
同

意
し
た
。

■
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改

正
▼
　
近
年
、
情
報
公
開
制
度

の
趣
旨
に
反
す
る
と
認
め

ら
れ
る
開
示
請
求
が
繰
り

返
し
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
開
示
請
求
権
の
濫

用
禁
止
に
係
る
規
定
を
新

た
に
設
け
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

▼
　
刑
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
刑
罰
の
種
類
の
う

ち
「
懲
役
」
お
よ
び
「
禁

錮
」
が
「
拘
禁
刑
」
に
単

一
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
当
該
用
語
を
含
む
計

6
本
の
条
例
に
つ
い
て
用

語
を
改
め
整
理
し
た
。

条　
例

条　
例

契　
約

契　
約

そ
の
他

そ
の
他

議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑

■
情
報
公
開
条
例
の
一
部

改
正

【
問
】　

今
回
の
改
正
は
、

い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
と

考
え
る
。
情
報
公
開
条
例

は
手
を
つ
け
ず
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
対

処
す
る
た
め
の
条
例
を
新

設
す
る
の
が
筋
で
は
な
い

か
。

川
守
田　
稔　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　「
権
利
の
濫
用
」
の
根

拠
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
今
回
の
改
正
の
目
的

に
あ
る
。

　
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
条

例
は
、
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

■
財
産
の
取
得
（
小
学
校
校

務
用
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
）

▼
　
小
学
校
で
使
用
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
サ

ポ
ー
ト
が
令
和
7
年
中
に

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

管
理
統
括
用
サ
ー
バ
３
台

お
よ
び
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

90
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
12
台

を
新
た
に
購
入
す
る
。
納

入
期
限
は
令
和
７
年
３
月

21
日
。

【
売
買
代
金
】

３
５
２
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

株
式
会
社
青
森
電
子
計
算

セ
ン
タ
ー
　
代
表
取
締
役

八
島
勝

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
　
議
員
な
ら
び
に
町
長
、

副
町
長
お
よ
び
教
育
長
の

12
月
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
、
県
の
改
正
基
準

に
準
じ
、
０・１
月
引
き

上
げ
１・７
２
５
月
分
と

し
、
令
和
７
年
６
月
お
よ

び
令
和
７
年
12
月
の
支
給

割
合
を
１・６
７
５
月
分

と
す
る
改
正
を
行
っ
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
　
県
人
事
委
員
会
か
ら

の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
報
告
お
よ
び
勧
告
に
準

じ
、
職
員
の
期
末
手
当
と

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

合
わ
せ
て
０・１
５
月
引

き
上
げ
る
ほ
か
、
給
料
月

額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。
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質　
問

　
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
近
年
、
公
共
工
事
請
負

者
が
安
心
し
て
受
注
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約

約
款
、
第
29
条
中
の
「
不
可

抗
力
に
よ
る
損
害
」
に
つ
い

て
、
天
災
な
ど
が
起
き
た
場

合
の
受
注
者
負
担
を
求
め
な

い
よ
う
に
改
正
を
検
討
で
き

る
か
。

②
罹
災
証
明
に
つ
い
て
、
南

部
町
民
が
町
外
で
被
災
し
た

場
合
、
罹
災
証
明
・
被
害
認

定
の
交
付
は
で
き
る
か
。

町
長
答
弁

①
町
の
約
款
第
29
条
「
不
可

抗
力
に
よ
る
損
害
」
で
は
工

事
目
的
物
の
引
渡
し
前
に
、

不
可
抗
力
に
よ
り
工
事
目
的

物
、
仮
設
物
ま
た
は
工
事
現

場
に
搬
入
済
み
の
工
事
材
料

も
し
く
は
建
設
機
械
器
具
に

損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ

の
損
害
の
合
計
額
の
う
ち
請

負
代
金
額
の
１
０
０
分
の
1

を
受
注
者
が
負
担
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一

方
で
、
中
央
建
設
業
審
議
会

か
ら
の
勧
告
に
よ
り
、
災
害

応
急
対
策
ま
た
は
災
害
復
旧

に
関
す
る
工
事
中
の
2
次
災

害
に
お
け
る
損
害
に
つ
い
て

は
、
発
注
者
が
損
害
に
相
応

す
る
請
負
代
金
額
の
全
額
を

負
担
す
る
よ
う
財
務
規
則
を

改
正
し
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
て
い
る
。

　
青
森
県
に
お
い
て
、
発
注

者
が
全
額
を
負
担
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
工
事
は
、
災
害

応
急
対
策
ま
た
は
災
害
復
旧

に
関
す
る
工
事
の
み
で
あ
る
。

　
建
設
業
者
が
安
心
し
て
工

事
を
受
注
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
青
森
県
や
近
隣

市
町
村
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
。

②
町
内
で
発
生
し
た
、
地
震

・
豪
雨
・
豪
雪
等
自
然
災
害

に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
町
民

な
ど
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
罹
災
証
明
書
ま
た
は

罹
災
届
出
証
明
書
の
い
ず
れ

か
を
交
付
し
て
い
る
。

町
外
で
被
災
し
た
場
合

は
、
そ
の
災
害
の
発
生
し
た

市
町
村
に
申
請
の
上
、
交
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

質　
問

①
令
和
６
年
４
月
に
発
生
し

た
冷
媒
冷
凍
機
の
故
障
に
よ

り
、
休
館
と
な
っ
て
い
る
ふ

く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
つ

い
て
、
現
在
の
状
況
と
今
後

の
施
設
の
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
休
館
を
公
表
し
た
６
月
以

降
、
８
団
体
か
ら
営
業
再
開

に
関
す
る
要
望
書
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
施
設
の
存
続
に

つ
い
て
は
、
経
営
、
改
修
費

用
な
ど
の
費
用
対
効
果
だ
け

で
は
な
く
、
町
全
体
の
経
済

や
観
光
事
業
に
与
え
る
影

響
、
県
南
地
区
の
氷
上
競
技

の
実
情
な
ど
、
多
角
的
な
観

点
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
学
識
経
験
者
や
町
議

員
、
町
商
工
業
関
係
者
な
ど

で
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す

る
委
員
会
を
設
置
し
、
本
年

度
末
ま
で
に
検
討
結
果
を
報

告
い
た
だ
く
。
そ
の
提
言
書

を
基
に
、
改
め
て
議
員
の
皆

様
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

県、近隣町村の状況も注視し、県、近隣町村の状況も注視し、
今後も環境改善を推進していく。今後も環境改善を推進していく。

工事請負者が安心して工事請負者が安心して
受注できる環境づくりを。受注できる環境づくりを。

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
機
械
設
備
故
障

リ
ー
ナ
機
械
設
備
故
障

の
現
況
と
今
後
の
方
針

の
現
況
と
今
後
の
方
針

は
。
は
。

問問

検
討
委
員
会
を
立

検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
将
来
を
見
据

ち
上
げ
、
将
来
を
見
据

え
多
角
的
な
観
点
か
ら

え
多
角
的
な
観
点
か
ら

考
え
て
い
く
。

考
え
て
い
く
。

答答

夏 堀 剛 充　議員

一  般  質  問
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主な議案（第1２３回定例会）主な議案（第1２３回定例会）ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

質　
問

①
が
ん
検
診
受
診
促
進
策
は
。

②
子
宮
頸
が
ん
の
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種
率
お
よ
び

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
率

は
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
キ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
早
期
発

見
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

③
治
療
中
の
患
者
へ
の
経
済

的
支
援
策
と
し
て
、
ウ
ィ
ッ

グ
等
の
医
療
用
補
正
具
の
購

入
助
成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁

①
働
い
て
い
る
方
で
も
受
診

し
や
す
い
よ
う
、
日
曜
健
診

や
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
の
実

施
、
昨
年
度
か
ら
は
委
託
健

診
機
関
を
増
や
し
受
診
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

②
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
率
は
、
令
和
５
年
度

34
・
8
％
、
令
和
6
年
度

（
8
月
末
時
点
）
31
・
５
％
。

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
率

は
、
令
和
５
年
度
33
・
１
％
、

令
和
６
年
度（
８
月
末
時
点
）

45
・
０
％
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
今
年
度
末
で
終
了

す
る
予
定
で
し
た
が
、
１
年

延
長
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た

た
め
、
引
き
続
き
接
種
率
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
キ
ッ
ト

は
、
検
体
の
自
己
採
取
に
よ

る
検
査
で
あ
り
、
事
業
化
す

る
に
は
正
し
い
手
技
で
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
考
慮
す

べ
き
内
容
が
多
い
た
め
、
現

段
階
で
は
導
入
を
考
え
て
い

な
い
。

③
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
、

治
療
の
影
響
に
よ
る
外
見
上

の
変
化
を
補
う
も
の
の
購
入

費
用
の
一
部
助
成
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。

質　
問

①
I
タ
ー
ン
（
他
県
な
ど
か

ら
の
移
住
）、
Ｕ
Ｊ
タ
ー
ン

（
町
・
県
出
身
者
）
の
人
数

の
推
移
は
。
ま
た
、
転
入
理

由
と
年
代
構
成
は
。

②
町
内
出
身
者
の
帰
郷
支
援

と
し
て
、
例
え
ば
町
内
に
就

職
し
た
場
合
に
町
奨
学
金
を

全
額
免
除
す
る
な
ど
、
改
正

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
町
出
身
者
以
外
の
定
住
を

支
援
す
る
た
め
、
借
家
の
家

賃
補
助
等
の
経
済
的
支
援
策

や
、
町
営
住
宅
へ
の
単
身
世

帯
入
居
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁

①
直
近
７
年
間
の
U
タ
ー
ン

の
人
数
は
２
４
１
９
人
、
年

平
均
３
４
６
人
。
同
様
に
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
の
人
数
は
２
４
８

人
、
年
平
均
35
人
。
転
入
理

由
は
、
新
築
・
転
宅
が
最
も

多
く
、
年
代
は
21
か
ら
30
歳

ま
で
の
転
入
が
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

②
町
の
奨
学
金
制
度
で
は
、

卒
業
後
５
年
以
内
に
町
内
に

居
住
し
、
引
き
続
き
10
年
以

上
町
に
居
住
し
た
場
合
、
貸

与
し
た
額
の
２
分
の
１
以
内

の
額
の
返
還
を
免
除
し
て
い

る
。
奨
学
金
制
度
の
安
定
的

か
つ
持
続
性
の
観
点
か
ら
現

行
の
体
制
を
考
え
て
い
る
。

③
結
婚
支
援
事
業
と
し
て
、

妻
ま
た
は
夫
が
結
婚
に
伴

い
町
外
か
ら
町
内
に
移
住
し

て
き
た
場
合
、
家
賃
な
ど
を

対
象
に
１
世
帯
あ
た
り
最
大

30
万
円
を
支
援
し
て
い
る
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
な
状
況
か
ら
、
同
居
親

族
が
い
る
こ
と
を
入
居
条
件

の
一
つ
と
し
て
い
る
。

答答

問問

検診体制の整備、受診勧奨を通じ、検診体制の整備、受診勧奨を通じ、
早期発見・治療につなげていく。早期発見・治療につなげていく。

壮年期死亡率減少をめざし、壮年期死亡率減少をめざし、
がん対策の強化を。がん対策の強化を。

若
者
の
定
住
支
援

若
者
の
定
住
支
援

の
充
実
を
。

の
充
実
を
。

問問

財
政
状
況
を
見
極

財
政
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
総
合
的
に

め
な
が
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

答答

工 藤 　 愛　議員
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一  般  質  問

答答

問問

質　
問

　
当
町
に
は
、
先
人
が
残
し

た
歴
史
や
文
化
が
あ
る
が
、

人
口
減
少
や
学
校
の
統
合
な

ど
に
よ
り
、
保
存
・
継
承
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に

は
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
継
承

が
大
切
と
考
え
、
次
の
①
〜

③
に
つ
い
て
、
実
情
、
保
存

の
目
的
、
保
存
・
継
承
へ
意

向
を
質
問
す
る
。

①
集
落
単
位
で
の
伝
統
の
芸

能
活
動
（
神
楽
、
な
に
ゃ
ど

や
ら
他
）

②
旧
町
村
単
位
に
あ
っ
た
、

「
○
○
音
頭
」
な
ど

町の伝統文化の保存・継承、町の伝統文化の保存・継承、
活動支援に一層の注力を。活動支援に一層の注力を。

③
統
廃
合
に
よ
り
歌
わ
れ
な

く
な
っ
た
校
歌
や
、
活
用
さ

れ
て
い
な
い
文
化
財

教
育
長
答
弁

①
行
政
区
に
よ
る
実
施
状
況

　
名
川
地
区
：
12
行
政
区

　
南
部
地
区
：
11
行
政
区

　
福
地
地
区
：
５
行
政
区

実
施
内
容
：
神
楽
や
な
に
ゃ

ど
や
ら
、
え
ん
ぶ
り
の
他
、

杵
舞
、
虎
舞
、
権
現
舞
。

　
南
部
町
文
化
財
保
護
条
例

第
１
条
に
お
い
て
、「
南
部

町
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
遺

産
を
保
護
し
て
将
来
に
伝

え
、
町
民
の
郷
土
に
対
す
る

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
文

化
的
向
上
に
資
す
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
町
内
の
神
社
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
る
神
楽
や

祭
礼
行
事
、
え
ん
ぶ
り
な
ど

現
在
18
件
を
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
し
て
い
る
。

　
伝
統
芸
能
の
保
存
や
次
世

代
へ
の
継
承
支
援
と
し
て
、

小
中
学
校
の
要
望
に
応
じ
て

の
地
域
人
材
や
専
門
家
の
派

遣
、
郷
土
芸
能
保
存
会
へ
補

助
金
の
交
付
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
町
内
の
伝
統

芸
能
の
実
施
状
況
、
実
施
団

体
の
保
存
に
対
す
る
意
向
を

把
握
し
な
が
ら
関
係
機
関
と

連
携
し
、
郷
土
芸
能
の
保

存
、
保
護
に
努
め
て
い
く
。

②
旧
町
村
ご
と
に
あ
っ
た
音

頭
は
、
名
川
音
頭
は
名
川
秋

ま
つ
り
で
、
福
地
音
頭
は
と

ま
べ
ち
ま
つ
り
で
、
流
し
踊

り
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

各
地
区
の
音
頭
は
、
地
域
に

対
す
る
愛
着
や
地
域
住
民
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

で
き
る
な
ど
、
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト

的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
伝

統
芸
能
と
は
異
な
る
性
質
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
や
集
落
の
皆
様
の
力

に
よ
り
、
地
域
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
を
活
用
し
な
が
ら
盛

り
上
げ
、
継
承
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

③
平
成
25
年
度
に
八
戸
学
院

短
期
大
学
に
よ
る
小
・
中
学

校
の
校
歌
の
調
査
研
究
が
行

わ
れ
、
町
が
全
面
協
力
し
、

当
時
の
小
・
中
学
校
お
よ
び

廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
校
歌

を
は
じ
め
、
全
27
曲
の
歌
詞

と
楽
譜
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の
Ｃ

Ｄ
音
源
を
保
存
し
て
い
る
。

校
歌
は
、
そ
の
学
校
が
置
か

れ
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

反
映
し
、
ま
た
、
卒
業
生
に

と
っ
て
は
、
学
校
生
活
の
思

い
出
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
故
郷
へ
の
愛

着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
地
域
の
文
化
遺
産
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
校
歌
な
ど
の
歌
詞
と
楽

譜
、
演
奏
の
音
源
に
つ
い

て
、
地
域
や
卒
業
生
の
皆
様

よ
り
借
用
希
望
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
対
応
す
る
。

　
廃
校
を
含
む
小
中
学
校
に

文
化
財
は
無
い
が
、
絵
画
や

書
な
ど
芸
術
作
品
は
資
料
と

と
し
て
保
管
し
て
い
る
。

沼 畑 俊 吉　議員

保存・継承の目的、実施団体や保存・継承の目的、実施団体や
地域の意向に応じて対応していく。地域の意向に応じて対応していく。
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ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！

問問

答答

質　
問

①
空
き
家
数
の
推
移
は
。

②
「
空
き
家
・
空
き
地
利
活

用
促
進
事
業
補
助
金
」
お
よ

び
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
活

用
状
況
は
。

③
特
定
空
家
、
危
険
家
屋
の

数
は
。
そ
の
う
ち
生
活
道
路

沿
い
に
あ
る
家
屋
数
は
。

町
長
答
弁

①
空
家
等
実
態
調
査
で
は
、

平
成
28
年
度
は
４
１
２
戸
、

令
和
４
年
度
は
７
０
８
戸
の

空
き
家
を
確
認
し
、
６
年
間

で
２
９
６
戸
増
加
し
て
い
る
。

②
空
き
家
・
空
き
地
利
活
用

促
進
事
業
補
助
金
は
、
制
度

空き家の現状は。空き家の現状は。

を
開
始
し
た
平
成
30
年
度

は
3
件
、
30
万
円
で
し
た

が
、
令
和
５
年
度
は
９
件
、

１
３
６
万
２
千
円
と
増
加
し

て
い
る
。
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
制
度
は
平
成
19
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令
和

６
年
末
ま
で
に
、
空
き
屋
22

件
、
空
き
地
８
件
が
賃
貸
や

売
買
で
成
約
さ
れ
て
い
る
。

③
特
定
空
家
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
家
屋
は
な
い
が
、

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
空

家
等
実
態
調
査
に
お
い
て
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
空
き

家
が
37
戸
あ
り
、
そ
の
う
ち

生
活
道
路
沿
い
に
あ
る
建
物

は
25
戸
で
あ
る
。

質　
問

①
遊
休
農
地
の
推
移
は
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
や
農

地
情
報
の
活
用
状
況
は
。

③
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

は
０・８
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

③
同
交
付
金
制
度
が
始
ま
っ

た
平
成
19
年
度
の
環
境
保
全

隊
数
は
19
団
体
、
取
組
面
積

は
82
㌶
に
対
し
、
直
近
の
令

和
６
年
度
は
９
団
体
、
44

㌶
。
団
体
数
、
取
組
面
積
と

も
に
制
度
開
始
当
初
か
ら
半

減
し
て
い
る
。

④
遊
休
農
地
の
う
ち
再
生
困

難
な
農
地
は
非
農
地
判
断
の

手
続
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
直
近
５
年
に
お
い
て

減
少
が
続
き
、
令
和
５
年
度

末
で
は
６
㌶
。

町
長
答
弁

　
発
生
状
況
か
ら
遊
休
農
地

に
お
け
る
適
正
管
理
が
必
要

と
考
え
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
よ
り
、
防
除
方
法

な
ど
に
つ
い
て
周
知
し
、
注

意
喚
起
し
て
い
く
。

直近調査において 296 戸増、直近調査において 296 戸増、
倒壊の危険性がある空き家は 37 戸。倒壊の危険性がある空き家は 37 戸。

特
定
外
来
生
物
「
ア

特
定
外
来
生
物
「
ア

レ
チ
ウ
リ
」
へ
の
対
策
は
。

レ
チ
ウ
リ
」
へ
の
対
策
は
。

問問

遊
休
農
地
の
現
状
は
。

遊
休
農
地
の
現
状
は
。

問問

を
活
用
し
た
環
境
保
全
隊

の
組
織
数
の
推
移
は
。

④
遊
休
農
地
の
う
ち
再
生

困
難
な
農
地
は
。

町
長
答
弁

①
遊
休
農
地
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
令
和
元
年
度
は

２
４
６
㌶
に
対
し
、
令
和
５

年
度
は
39
㌶
。
令
和
３
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
非
農
地

判
断
に
よ
り
、
非
農
地
が
農

地
台
帳
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ

と
も
起
因
し
て
い
る
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
の
過

去
５
年
間
の
活
用
実
績
は

５
３
３
件
、
借
受
・
転
貸
面

積
は
１
６
７
㌶
。
ほ
場
整
備

で
の
活
用
を
は
じ
め
、
徐
々

に
農
地
の
集
約
化
が
進
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
農
地
の
貸
付
け
、

売
渡
し
希
望
農
地
に
関
す
る

情
報
で
あ
る
農
地
情
報
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
過
去
５
年
間
の
平

均
で
年
間
２
２
６
件
に
対
し

て
1
・
８
件
の
成
立
、
割
合

松 本 啓 吾　議員

非
農
地
判
断
な
ど

非
農
地
判
断
な
ど

にに
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

よ
り
減
少
し
て
い
る
。

答答

町
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
よ

町
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
よ

り
注
意
喚
起
を
進
め
る
。

り
注
意
喚
起
を
進
め
る
。

答答
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月号

一  般  質  問

問問

答答

ふくちアイスアリーナの機器修繕ふくちアイスアリーナの機器修繕
について、町内県議の協力を得てについて、町内県議の協力を得て
県へ助成を要望する考えは。県へ助成を要望する考えは。

検討委員会の協議結論を踏まえ、検討委員会の協議結論を踏まえ、
必要があれば要望を考えていく。必要があれば要望を考えていく。

質　
問

①
検
討
さ
れ
て
い
る
ふ
く
ち

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
機
器
修
繕

に
つ
い
て
、
三
戸
郡
選
出
の

当
町
2
人
の
県
議
会
議
員
の

協
力
を
求
め
る
考
え
は
。

町
長
答
弁

①
本
定
例
会
に
お
け
る
夏
堀

剛
充
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

す
る
回
答
の
と
お
り
、
施
設

の
在
り
方
を
検
討
す
る
委
員

会
を
設
置
し
、
そ
の
検
討
結

果
を
基
に
、
議
員
の
皆
様
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。
協
議

の
結
論
を
踏
ま
え
、
必
要
が

あ
れ
ば
、
県
議
2
人
の
お
力

添
え
を
考
え
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

現
状
と
対
応
は
。

現
状
と
対
応
は
。

相
談
窓
口
を
設
置

相
談
窓
口
を
設
置

し
、
相
談
員
の
助
言
等

し
、
相
談
員
の
助
言
等

に
よ
り
迅
速
・
適
切
な

に
よ
り
迅
速
・
適
切
な

解
決
に
努
め
て
い
る
。

解
決
に
努
め
て
い
る
。

答答質　
問

①
町
職
員
を
対
象
と
し
た
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
か
。

設
置
し
て
い
る
場
合
、
相
談

件
数
と
そ
の
体
制
は
。

②
当
町
で
は
職
員
を
災
害
派

遣
に
命
ず
る
際
、
派
遣
す
る

４
月
１
日
に
特
別
昇
給
さ
せ

て
い
る
が
、
一
部
の
職
員
だ

け
翌
年
に
遅
れ
て
特
別
昇
給

さ
せ
て
い
る
意
図
は
。

③
平
成
25
年
度
か
ら
新
採
用

職
員
の
消
防
団
加
入
を
原
則

義
務
付
け
て
い
る
が
、
兼
業

許
可
申
請
の
提
出
な
く
、
無

許
可
で
活
動
さ
せ
て
い
た
の
か
。

④
職
員
に
対
し
、
ど
う
喝
や

反
省
文
の
提
出
を
強
要
し
た

こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
あ
る
か
。

町
長
答
弁

①
平
成
27
年
10
月
に
、
職
員

か
ら
な
る
６
人
の
相
談
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
苦
情
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

　
相
談
件
数
は
、
令
和
2
年

度
、
４
年
度
、
５
年
度
に
各

１
件
の
計
３
件
で
あ
り
、
相

談
員
が
２
人
以
上
で
対
応

し
、
事
実
関
係
の
確
認
や
助

言
な
ど
に
よ
り
、
迅
速
か
つ

適
切
に
解
決
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

　
相
談
員
は
相
談
内
容
な
ど

か
ら
判
断
し
て
必
要
な
場
合

は
苦
情
処
理
委
員
会
に
処
理

を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
委

員
会
に
依
頼
さ
れ
た
案
件
は

な
い
。

②
派
遣
期
間
中
の
勤
務
実
績

を
確
認
し
た
う
え
で
昇
給
の

可
否
を
判
断
す
る
方
針
に
改

め
る
と
と
も
に
、
近
隣
町
村

に
お
け
る
状
況
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
か

ら
特
別
昇
給
の
時
期
お
よ

び
昇
給
号
数
を
見
直
し
て
い

る
。
以
降
は
派
遣
翌
年
度
に

特
別
昇
給
と
し
、
一
部
の
職

員
だ
け
の
対
応
で
は
な
い
。

③
平
成
25
年
度
以
降
は
、
兼

業
許
可
の
手
続
に
つ
い
て
周

知
を
図
る
た
め
通
知
し
、
令

和
２
年
度
以
降
は
入
団
時
に

許
可
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
許
可
願
の
提
出
状
況
を
再

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
３
人
の

職
員
が
未
提
出
で
あ
っ
た
た

め
、
当
該
職
員
に
改
め
て
通

知
し
、
手
続
が
完
了
し
た
。

許
可
願
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
だ
が
、
現
在
は
、
消
防
団

に
入
団
し
て
い
る
全
て
の
職

員
に
対
し
て
、
兼
業
を
許
可

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

④
懲
戒
処
分
お
よ
び
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
に
関
す
る
文
書

記
録
を
調
査
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
私
自
身
も
そ
の
よ

う
な
言
動
を
行
っ
た
事
実
は

な
い
。

小 橋 昭 裕　議員

問問
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主な議案（第１２９回臨時会）

第第
129129
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

臨臨
時時
会会

物
価
高
騰
対
策
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

物
価
高
騰
対
策
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

　

第
１
２
９
回
臨
時
会
は
、
１
月
10
日
に
行
わ
れ
、

各
会
計
補
正
予
算
2
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

    

予　
算

予　
算

■
令
和
6
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）

▼
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
９
０
４
４
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
２
２
億
１
８
６
８
万
７

　
千
円
と
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
国
の

臨
時
交
付
金
、
県
補
助

金
を
活
用
し
た
、
生
活

支
援
事
業
の
実
施
。
詳

細
は
、
下
段
表
の
と
お
り
。

主
な
議
案

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
支
援
金
給
付

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
支
援
金
給
付

議員活動報告

正副議長・事務局等研修会 第31回連携中枢都市圏の形成に関する講演会
　10月22日、青森県町村議会議長会主
催の研修会が県労働福祉会館（青森市）
で行われ、議会運営委員長および総務
企画常任委員長、議会事務局長が出席
しました。
　研修会では東京都立大学教授山下祐
介氏より「人口減少時代における地方
創生」をテーマに、講演を頂きました。

　１月15日、ハートフルプラザ（階上町）
で開催された講演会には、総務省消防庁

国民保護・防災部防災課地域防災室長の

福西竜也氏が講師に招かれました。

　福西氏は、令和６年能登半島地震の災

害対応などを踏まえた消防団を中核とし

た地域防災力の充実強化について講演し、

参加者は熱心に耳を傾けていました。

研修会の様子研修会の様子

■
令
和
6
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

▼
　
本
年
度
の
販
売
額
が
当

初
予
算
額
を
上
回
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受

託
販
売
代
金
、
報
償
費
お

よ
び
積
立
金
を
増
額
す
る

た
め
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
2
億
１
４
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

30
億
３
７
０
３
万
４
千
円

と
し
た
。

低所得世帯物価高騰

支援給付金事業  
生活困窮者に対する

灯油購入費助成事業  

住民税非課税世帯に 

３万円を給付すると

ともに、18 歳以下の

子ども１人につき２
万円を加算。 

住民税非課税世帯に

灯油購入費用３千円
を助成。 

講演会の様子講演会の様子

広報なんぶちょう 2月号33



議会傍聴・見学

ようこそ議会へ！ようこそ議会へ！
お気軽に議場へ足をお運びくださいお気軽に議場へ足をお運びください
　町議会では、議会に関心、親しみをもっていただきたく、議場の見学や議会傍聴
を受付しています。また、議場がある役場３階には、町のシンボル、名久井岳も展
望できるテラスがあります。
　保育園・幼稚園や学校での学習の一環やコミュニティの仲間と一緒に議場の雰囲
気やテラスからの景色をお楽しみください。

議場ってどんなところ？

　議場後方が傍聴席で、定員は26席です。
　傍聴を希望される方は、本会議当日に
３階までお越しください。
　傍聴人受付簿に、必要事項をご記入い
ただくだけで、特別な手続きはありません。
※団体での傍聴の場合は、事前に議会事
　務局までお知らせ願います。

  ●展望テラス  ●展望テラス

　展望テラスは、平日の開庁時間中
（８時15分～17時）解放しています。
　ご自由にお立ち寄りください。

「木の香りがする！」「椅子が重い！」など
の声や場内モニターに映る自分たちの姿を
見て喜ぶ子供たちの姿で場内は賑わいまし
た。

議員席で笑顔を見せるあかね幼稚園の園児（11/21）議員席で笑顔を見せるあかね幼稚園の園児（11/21）　●議場見学　●議場見学

　町議会では、議会に関心、親しみをもっていただきたく、議場の見学や議会傍聴
を受付しています。また、議場がある役場３階には、町のシンボル、名久井岳も展
望できるテラスがあります。
　保育園・幼稚園や学校での学習の一環やコミュニティの仲間と一緒に議場の雰囲
気やテラスからの景色をお楽しみください。

　議場は南部町役場３階にあります。
　町の予算や条例など町政全般にわたる
重要事項は、ここで決定されます。
　本町の議場は、議員と理事者側（行政
側）が向い合う対面式の配置になってい
ます。本会議は、３月・６月・９月・12
月に定期的に行われる定例会と、必要に
応じて開かれる臨時会があります。
　本会議は公開しており、どなたでも傍
聴できます。

　●傍聴席から見た議場　●傍聴席から見た議場

　●傍聴席　●傍聴席

議長席を囲む名川小学校２年生（11/27）議長席を囲む名川小学校２年生（11/27）
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有権者に聞く～若者の声～

有
権
者
に
聞
く

有
権
者
に
聞
く

　

～
若
者
の
声
～

　

～
若
者
の
声
～

「
３
年
間
の
経
験
を
糧
に

活
躍
誓
う
」

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
　
　
　

  （
小
橋
昭
裕
委
員
）

　
将
来
の
夢
を
は
っ
き
り
と

話
す
佐
々
木
さ
ん
の
姿
は
、

初
々
し
く
も
、
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。

　
気
力
・
体
力
が
充
実
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
こ
と
は
、「
若

さ
の
特
権
」
で
す
。「
後
悔

先
に
立
た
ず
精
神
」
で
、
や

り
た
い
こ
と
に
、
積
極
的
に

挑
戦
し
、
人
生
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。
応
援
し

て
い
ま
す
！

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

今
月
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
、

小
橋
昭
裕
委
員
で
す
！

小
橋
昭
裕
委
員
で
す
！

Vol.4Vol.4

Q
南
部
町
の
魅
力
は
？

　
フ
ル
ー
ツ
や
野
菜
が
美
味

し
い
と
こ
ろ
と
気
さ
く
な
人

が
多
く
、
町
民
同
士
の
仲
が

良
い
と
こ
ろ
が
町
の
魅
力
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
町
の
好
き
な
場
所
は
？

・
南
部
フ
ァ
ー
ム
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
（
食
堂
で
食
べ
ら
れ
る
豚

丼
が
好
物
で
す
。）

・
南
部
町
民
体
育
館
（
仲
間

と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を

楽
し
め
る
か
ら
。）

Q
学
校
の
魅
力
・
思
い
出
は
？

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
果
樹
や
野
菜
の
生

産
・
加
工
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
実
習
を
経
験
し
な
が
ら
学

べ
る
環
境
は
魅
力
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

文
化
祭
で
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
豚
汁
を

作
っ
た
こ
と
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。

Q
将
来
の
夢
は
？

　

４
月
か
ら
は
就
職
し
、

社
会
人
に
な
り
ま
す
。
高

校
３
年
間
の
経
験
を
糧
に
、

一
生
懸
命
に
働
き
、
し
っ

か
り
と
稼
ぎ
、
楽
し
く
過

ご
し
た
い
で
す
。

　

南
部
町
に
愛
着
を
感
じ

て
い
る
の
で
、
勤
務
先
次

第
で
は
南
部
町
に
住
み
続

け
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
に
な
れ
ば

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
の

で
、
有
権
者
の
一
人
と
し

て
、
投
票
に
足
を
運
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
11
月
に
発
表

さ
れ
た
、
住
み
続
け
た
い

街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
南
部

町
が
2
位
と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
世
代
が
幸
せ
を
感

じ
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
成
果

が
評
価
さ
れ
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
　

委
員
　
夏
堀
剛
充
　
記

  

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
た
の
は
、
名
久
井
農
業
高

校
３
年
、
生
物
生
産
科
の

佐
々
木
海
葦
さ
ん
。

　
も
う
す
ぐ
18
歳
、
卒
業
と

い
う
節
目
を
迎
え
、
４
月
か

ら
は
県
内
へ
の
就
職
が
決

ま
っ
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
活
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
町
の
魅

力
や
将
来
の
夢
に
つ
い
て
話

し
を
聞
き
ま
し
た
。

【写真】左から小橋昭裕委員、３年佐々木【写真】左から小橋昭裕委員、３年佐々木
          海葦さん、中村靖明教諭          海葦さん、中村靖明教諭

名久井農業高校３年　佐々木海葦さん名久井農業高校３年　佐々木海葦さん

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
次回、定例会は３月４日（火）から
開会する予定です。

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
日程詳細は決まり次第、町ホームペー
ジによりお知らせします。
　お気軽にお問い合わせください。　　　　　
　　     議会務務局　☎0178-38-5971
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二
十
歳
の
節
目
を
祝
う

令
和
７
年　
二
十
歳
の
祝
典

１
月
12
日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
南
部
町
二
十
歳
の
祝
典
」
を

開
催
。
今
年
度
、
二
十
歳
を
迎
え
る
対
象
者
１
３
６
人
中
99
人
が
出
席

し
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
記
念
品
贈
呈
な
ど
に
続
き
、
出
席
者
を
代
表
し
川
守
田

仁
さ
ん
と
古
田
彩
乃
さ
ん
が
「
夢
の
実
現
や
希
望
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
心
を
持
ち
続
け
、
明
日
を
担
う
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、
歩
み
続
け
て

ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
。
式
典
後
に
は
、
二
十
歳
の
祝
典
実
行
委
員
会

が
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
作
成
し
た
、
思
い
出
を
振
り
返
る
ス
ラ

イ
ド
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
撮
影
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
な
べ
ま
る
」
が
登
場
。

旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

令和7年�二十歳の祝典実行委員会のメンバー

ひらぐり　ひろと ちゃん
（平）

ばば　てんせい ちゃん
（沖田面）

ほりうち　かづき ちゃん
（斗賀）

しのへ　しきは ちゃん
（赤石）

たかはし　げんせい ちゃん
（高橋）

たかまだて　ゆら ちゃん
（森越）

歯ゼロのむし歯ゼロの 元気な 元気ななんぶっこなんぶっこ
（11月21日 ３歳児健康診査）（11月21日３歳児健康診査）
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むむ

わだ　あきと ちゃん
（沖田面）




